
「地域医療構想説明会」（東胆振）

開 催 日 時 平成３０年７月１２日（木）１８：３０～１９：４５

開 催 場 所 苫小牧市医師会館３階講堂

会 議 次 第

１ 開 会

２ あいさつ 東胆振圏域地域医療構想調整会議会長

３ 説 明

（１）「地域医療構想に関する国及び道の動き」

（２）「東胆振の状況」

（３）その他 「医療機関の勤務環境改善」

４ 意見交換等

５ 閉 会

主 な 意 見

■ 2025 年推計病床と既存病床で大きな差がある。在宅での対応や、慢性期などは圏
域外に出ている患者が戻る前提での数値とのことだが、現実的に在宅が進まなかった

り、介護に移行しなかった場合、病床が足りなくて患者さんが入院できないようなこ

とにはならないのか。

（事務局）

慢性期と回復期は、居住している患者さんはそこの二次医療圏域で入院するとの前

提で算出。難しいのは、東胆振もかなり東西に長い圏域であるため、圏域境に住んで

いる方も本当に圏域内でとなるのかという部分はある、

もう一つそれぞれの病床数は病床利用率を仮定して掛けて算出しているが、その病

床稼働率で医療機関がやっていけるのかという保証はされていない。

また、当圏域のように将来の必要病床数が現在の既存病床数は上回っているが、現

在の既存病床数が基準病床数よりも多いという圏域は、国の方針では、毎年基準病床

数を計算するとされており、実際、当圏域でも基準病床数は増加した。ただ、その計

算をする際に、介護医療院等に転換した分は、今の国の通知では、平成３６年３月ま

で既存病床数に含むこととされているが、毎年基準病床数を計算する場合に、その扱

いをどうするかといったところはまだ不明確な状況。

実情として病床利用率等を含めて圏域内で先生方の肌感覚として、今後これではや

っていけないとなるのか、今の中でもう少し患者さんのまわし方を工夫したらもっと

こなせるのかという点については、今後の調整会議、又病院部会等で御意見いただき

ながら、対応を考えていきたいと思う。


